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樹脂バンパを透過するミリ波レーダ 

センサ装着車の樹脂バンパ補修塗装 

指数取下げと今後の対応について 

1． はじめに 

自研センターニュース 2025 年 2 月号「マツダ CX-80（KL3P､KL3R3P､KL5S3P）バンパ塗装時の 

注意点と樹脂バンパ補修塗装指数について」にてご案内した通り、樹脂バンパを透過するミリ波 

レーダセンサを採用した車両において、自動車メーカが定める樹脂バンパ修正時の補修塗装方法や 

塗装範囲などの作業指示に対し、自研センターの樹脂バンパ補修塗装指数が前提としている補修塗装 

作業が合致していないことを確認しました。 

これに伴い、これまでに同レーダを装備した指数作成済みの車種において改めて自動車メーカの作業 

指示を確認したところ、該当する車種が 15 車種（4.一覧表参照）確認できましたので、2025 年 1 月 

以降順次、樹脂バンパ補修塗装指数の内、修正用の指数を取下げる対応を実施しました。 

今回は、樹脂バンパ補修塗装指数の取下げに至った理由と今後の対応についてご案内します。 

2． 修正作業用の樹脂バンパ補修塗装指数を取下げに至った理由 

ブラインドスポットモニタ（BSM）やクロストラフィックアラート（CTA）などの先進運転支援 

システムを採用している車種では、バンパの内側にミリ波レーダセンサが取付けられており、照射 

されるミリ波はバンパを透過して距離や移動速度を検知します。 

このため、バンパ修理を適切に行わなかった場合、ミリ波の減衰や乱反射により、正しく検知でき 

なくなり、誤作動などによる二次災害につながる恐れがあります。 

これを防いだ上で、指数を適用するためには、自動車メーカが定める樹脂バンパ塗装時の条件と、 

自研センターが定める樹脂バンパ補修塗装指数の前提条件が合致していなければなりません。 

(1) 自動車メーカが定めるバンパ塗装時の条件や作業方法 

レーダ照射範囲の亀裂や欠損の修正、パテ塗布による修正は禁止されています。 

これに加えて、自動車メーカおよび車種ごとに様々な条件や作業方法が定められています。 

そのため、樹脂バンパの塗装を行う際は、自動車メーカが発行する該当車種の修理書を確認し、 

記載されている指示に従った作業が必要です。 

特に、以下の条件が設定された車種については、修正や部分的な補修塗装はレーダ照射範囲外に 

限定されています。 

  

特別記事 
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⚫ レーダ照射範囲の重ね塗りや露出させたバンパ素地（新車/塗装済バンパの塗装塗膜を除去 

した場所）への補修塗装の禁止 

イラストの様な作業が禁止されている場合、 

レーダ照射範囲内の補修塗装 … 不可 

レーダ照射範囲外の補修塗装 … 可 

となります。 

(2) 自研センターが定める樹脂バンパ補修塗装指数の前提条件や作業方法 

取替・修正ともにバンパを車両から取外した状態で表面を全て塗装する作業としています。 

⚫ 取替用：素地 (未塗装)の補給部品のバンパ全体を塗装することを前提とする作業 

⚫ 修正用：バンパの傷や変形部を修正し表面を全て再度塗装することを前提とする作業 

2.-(1)のようにレーダ照射範囲内の補修塗装が禁止されている場合、レーダ照射範囲外の損傷であっ 

ても、自研センターが定める樹脂バンパ補修塗装指数の前提条件である「バンパを車両から取外した 

状態で表面を全て塗装する作業」ではレーダ照射範囲も塗装することを前提としています。 

そのため、修正用の樹脂バンパ補修塗装指数については、指数の取下げを行いました。 

一方で、取替用の樹脂バンパ補修塗装指数については、変更ありません。 

3． 今後の対応 

トヨタ車やレクサス車に代表される一部車両においては、2.-(1)で紹介したレーダ照射範囲の露出 

させたバンパ素地への補修塗装を可能としていますが、指数にはバンパ素地を露出させる作業は含 

んでいません。 

こちらについては、作業検証および作業観測を実施した上で指数を変更する予定です。 
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4． まとめ 

今回は、樹脂バンパを透過するミリ波レーダセンサ装着車の樹脂バンパ補修塗装指数取下げに至った 

理由と今後の対応についてご案内しました。今回の件に限らず、指数の最新情報や状況、必要性を 

考慮し、より適正な指数をお届けできるよう随時更新を行っております。 

更新情報については、お手数ではございますが、自研センターのＨＰ（https://jikencenter.co.jp） 

などをご確認の上、ご活用ください。 

【参考】 

修正用樹脂バンパ補修塗装指数を取下げた車種の一覧 

メーカ 車名（型式） 
取下げた項目 

フロントバンパ リヤバンパ 

スバル レヴォーグ（VN5 系） ● ● 

スバル ＢＲＺ（ZD8 系） ― ● 

スバル レガシィ アウトバック（BT5 系） ● ● 

スバル ＷＲＸ Ｓ４（VBH 系） ● ● 

スバル クロストレック（GUD、GUE 系） ● ● 

スバル インプレッサ（GU6、GU7、GUD、GUE 系） ● ● 

ニッサン アリア Ｂ６ ２ＷＤ（FE0 系） ● ● 

ニッサン アリア Ｂ６ ４ＷＤ（SNFE0 系） ● ● 

ニッサン アリア Ｂ９（FE0、SNFE0 系） ● ● 

ニッサン フェアレディＺ（RZ34 系） ― ● 

ニッサン エクストレイル（T33、SNT33 系） ― ● 

ニッサン セレナ（C28、FC28､NC28、FNC28 系） ― ● 

ニッサン セレナ ｅ-ＰＯＷＥＲ（GC28、GFC28 系） ●(LUXION)
※1 ● 

マツダ ＣＸ－６０（KH5P、KH3P、KH36R3P 系） ● ● 

マツダ ＣＸ－６０ ＰＨＥＶ（KH5S3P 系） ● ● 

 

   

● : 取下げ ― ： 取下げなし 

※1 ： LUXION のみ取下げ 

（指数部） 

https://jikencenter.co.jp/
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EDR だけじゃない！「記録装置」と 

「安全装置」義務化のスケジュール 

基礎知識（2025 年版） 
 

1．はじめに 

近年の自動車には、事故防止や事故後の事実確認精度を高めるための記録装置と安全装置が採用され

ています。 

本資料では、EDR（Event Data Recorder：イベントデータレコーダ）・ドライブレコーダ・自動ブレ

ーキ（衝突被害軽減ブレーキ）について、概要・義務化時期・対象車両をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 義務化の背景 

国土交通省は、国連基準（WP29）に沿って、各装置の搭載を車両や装置ごとに段階的に義務化してい

ます。これは単なる「新しい装備の追加」ではなく、社会全体で交通事故を減らし、発生した事故に

ついて正確に状況を把握するための国際的な取組みです。 

 

  

特別記事 

ドラレコ 

EDR 
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国連基準（WP.29）とは、 

国連の「自動車基準調和世界フォーラム（WP.29）」で策定される、自動車の安全や環境に関する国際

的な技術基準を指します。各国が同じ基準を採用することで、車両の安全性能を国際的にそろえ、世

界中で同じ水準を確保することが目的です。日本も加盟国として、この基準に基づき各装置の段階的

義務化を進めています。 

 

 

3. 装置別の概要とポイント 

（1）EDR 

機能：衝突前後の速度・アクセル・ブレーキ操作・シートベルト着用などを記録 

対象車両/時期： 

  小型車（乗用車・3.5t以下 貨物車）：新型は 2022 年 7月〜義務化、 

継続車は 2026年 7月〜 

  大型車（3.5t超 貨物車）：新型は 2026年 12月〜 

データ取得に必要な条件： 

 データの取得には専用の解析機器が必要 

 解析機器の使用は講習や資格を受けた者のみが操作可能 

 作業記録や同意書(車両の使用者：運転者や所有者)が必要になる場合もあるため、事前準備が重要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：EDR記録時間（目安） 

 法的位置づけ 記録時間（目安） 

小型車 任意要件 

（国交省技術要件「J-EDR」） 

事故前 05秒～事故後数百 ms 

（要素により+5 秒程度まで） 

大型車 国際規格（WP29）に基づく義務化 事故前 20秒～事故後 10秒 

 ※「J-EDR」とは、日本で定められた任意装着段階の EDR（Event Data Recorder）の技術要件 
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（2）ドライブレコーダ 

 機能：事故前後の映像を記録（前方・後方・車内など ※義務化の対象は前方） 

 対象車両/時期： 

商用貨物軽自動車（運送事業）：2025 年 4 月〜義務化 

補足： 

映像保存期間は設定によって異なり、上書きされる場合がある 

カメラ位置や画角によって映らない死角も存在する 

 

（3）自動ブレーキ 

 機能：前方車両や障害物を検知し、衝突回避または被害軽減を図る。 

 対象車両/時期： 

大型車（3.5t超トラック・バス等）：2025年 9 月〜新基準適用 

乗用車（軽トラック除く）：2025年 12月〜既存車両にも義務化拡大 

補足： 

作動履歴は一部車両で取得可能 

記録の取得方法や保存期間はメーカ・車両により異なる可能性があります 

 

 

4. 義務化スケジュール 

義務化開始時期 義務化装置 車両種類 備考 

2022 年 7 月（新型） 
 

EDR 小型車 

（乗用車・3.5t 以下 貨物車） 

衝突前後の車両データ

記録 

2025 年 4 月 ドライブレコーダ 

（前方カメラ） 

商用貨物軽自動車 

（運送事業） 

前方・後方映像記録 

2025 年 9 月 新基準自動ブレーキ 大型車 

（3.5t 超 トラック・バス等） 

制動性能強化 

2025 年 12 月 自動ブレーキ 乗用車（軽トラック除く） 既存車両も含む 

2026 年 7 月（継続車） EDR 小型車 

（乗用車・3.5t 以下 貨物車） 

対象拡大 

2026 年 12 月（新型） EDR 大型車 

（3.5t 超 貨物車） 

大型車適用 

 

  



8  自研センターニュース 2025 年 11 月号  

 

5. まとめ 

安全装置の義務化は、「事故を減らす」だけでなく、「事故後の事実を正しく把握する」ための仕組み

でもあります。 

義務化の時期や対象車両を知っておくことで、必要な情報に適切にアクセスできる場面が増えるかも

しれません。 

この記事が、装置の知識を深め、日々の業務の中で新たな調査視点を持つきっかけになれば幸いで

す。 

 

出典：国土交通省 報道発表資料：大型車に事故時の車両情報の計測・記録装置が搭載されます！

<br>～道路運送車両の保安基準等の一部改正について～ - 国土交通省」 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha10_hh_000305.html?utm_source=chatgpt.com 

 

 （技術開発部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha10_hh_000305.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha10_hh_000305.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha10_hh_000305.html?utm_source=chatgpt.com
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車両外観と実際の損傷の乖離事例 
 

1. はじめに 

衝突事故による損傷形態は、その事故形態による入力の方向や大きさ、衝突した相手物により千差万別

ですが、中には「見た目はほとんど壊れていないように見えるのに内部はかなり壊れている」というよ

うな衝突後の車両外観と実際の損傷に大きなギャップが生じるケースがあります。今回は、そのような

事例を、実車による衝突実験事例から紹介します。 

 

2. 衝突実験条件 

（１）実験車両 

車 種 名 トヨタ ハリアー 型式 6BA-MXUA80 

原動機型式 M２０A 排気量 1,986 ㏄ 

車両年式 ２０２０年１１月 グレード G 

車両重量

（kg） 

1,570 全長×全幅×

全高（㎜） 

4,740×1,855×1,660 

 

 

（２）衝突条件 

衝突テストは自研センターの衝突実験装置を使用して、低速での追突事故を模した条件で 

行いました。 

衝突速度 10.0km/h 衝突箇所 リヤバンパ 

対象物 バンパバリア *1 衝突高さ 405mm（下端） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  *1：バンパを模した構造物 

 

 

 

特別記事 
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3. 衝突実験事例 

 

テスト前 テスト後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヤバンパに大きな変形は見られません。 

 

テスト前 テスト後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヤバンパの建付けに若干狂いはありますが、大きな変形は見られません。 
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テスト前 テスト後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヤバンパ中央部にわずかな変形が見られます 

 

損傷状態 *赤い部分は損傷箇所 

リヤバンパリインホースメントの損傷 

（中央部の変形） 

 

リヤバンパリインホースメント取付部左側の

損傷（左リヤバンパリインホースメントプレ

ート（濃い赤）が潰れ、取付面のバックパネ

ルが変形（薄い赤）） 

リヤバンパリインホースメントの左右取付部

と周辺部のバックパネルに損傷 

 

リヤバンパリインホースメント取付部右側の

損傷（右リヤバンパリインホースメントプレ

ート（濃い赤）が潰れ、取付面のバックパネ

ルが変形（薄い赤）） 

 

リヤフロアパン 

バックパネル 

バックパネル 

左リヤバンパリインホースメントプレート 右リヤバンパリインホースメントプレート 

バックパネル バックパネル 
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リヤフロアパン 

 

損傷状態 

リヤバンパリインホースメントプレート取付

部（締結部）のバックパネルからリヤフロア

パンへの損傷 

 

 

リヤフロアパン左側の損傷 

 

 

リヤフロアパン右側の損傷 

 

 

リヤバンパリインホースメントプレート取付

部（締結部）の左右リヤフロアサイドメンバ

への損傷 

 

 

左リヤフロアサイドメンバ後端部の損傷 

 

 

右リヤフロアサイドメンバ後端部の損傷 
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損傷の深さイメージ図 

 

4. おわりに 

  低速度で衝突した車両は、衝突中に双方の車両が噛み込んで変形を生じても、衝突後は樹脂バンパの

弾性（元の形状に戻ろうとする性質）によって形状が凡そ復元される傾向にあるため、外見上では軽

微な損傷と判断されることがあります。車両の構造によって乖離の程度が違いますが、今回の事例の

ように骨格部材にまで損傷が及んでいることも稀ではありません。車両の外観から小損害と先入観を

持ってしまうケースもあるため、理解の一助となる資料としてご覧いただければ幸いです。 

 

 （研修部） 
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スバル フォレスター(SL系) 

メインバッテリ Assy 脱着指数項目の紹介 
 

1. はじめに 

2025 年 5 月に株式会社 SUBARU からフォレスター(SL 系)が発売されました。 

今回はフォレスター e-BOXER（ストロングハイブリッド）のメインバッテリ Assy 搭載位置や取外し

作業手順、指数に含まれる作業と関連する指数項目について紹介します｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 搭載位置情報 

この車両の補機用バッテリはエンジンルーム内、メインバッテリ Assy はラゲージルーム内に搭載され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新型車構造情報 

メインバッテリ Assy 補機用バッテリ 
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3. メインバッテリ Assy脱着と指数に含まれる作業について 

 

高電圧配線の作業を行う際は、保護具を着用したうえで、サービスプラグを取外し、 

必ず絶縁工具を使用して作業を行ってください。 

 

（1）手工具以外に脱着作業に使用するツール 

メインバッテリ Assy は重量物（参考重量：49.25 ㎏）のため、取外しにはミニクレーンを使用し 

ます。 

 

（2）作業手順 

① 高電圧バッテリの温度を確認する。 

スバルセレクトモニターを使用しバッテリ温度の値が 50°C 未満になっているか確認する。 

参考：バッテリ温度が 50°C 以上ある場合は、静置し冷却させ、50°C 未満になってから作業

を開始してください。 

※ スバルセレクトモニターを使用した作業は指数に含まれていないため、別途工数計上が必要

となります。 

② 補機用バッテリのマイナス端子を切り離し、60 秒以上待った後にサービスプラグ取外す。

【M001 高電圧回路遮断作業に含む作業】  

アイボルト 

（ねじサイズ：M8×長 15mm ×ピッチ 25 mm）  

ベルト・フック 

  

ミニクレーン リジットラック 

  

 

作業上の注意 
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③ ゼロボルト確認作業を行う【M001 高電圧回路遮断作業に含む作業】 

なお、指数値は「＊」で表示 

 

 

 

 

 

 

④ メインバッテリ Assy の関連部品を取外す。【M265 メインバッテリ Assy 脱着に含む作業】 

なお、アクセサリコンセントが装備される場合は作業範囲が異なります。（青枠・青下線部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 配線や取付けボルトを外した後、メインバッテリAssyの指定位置にアイボルトを取付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊．＊＊ 

＊．＊＊ 

＊．＊＊ 

アイボルト 

メインバッテリ Assy 
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⑥ アイボルトにベルト・フックを付け、クレーンフックにセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ボデーやガラスなどに干渉しないように注意しながら、メインバッテリ Assy をバックドア

開口部から引き抜き取外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 取外したメインバッテリ Assy はリジットラックに乗せ、ミニクレーンおよびベルト・フッ

クを外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ メインバッテリ Assy 取付作業は、取外しと逆の手順で行う。 

クレーンフック 
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4. メインバッテリ Assyが関連する指数項目 

以下の指数項目にはメインバッテリ Assy の取外しが必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

今回はメインバッテリ Assy の搭載位置や脱着と指数に含まれる作業および関連する指数項目につい

て紹介しました。 

同様の構造や作業は近年の一部スバル車で採用されておりますが、実際に作業を行う際は自動車メー

カ発行のサービスマニュアルなど最新の修理情報をご確認ください。 

 

参考資料：株式会社 SUBARU フォレスター e-BOXER 搭載車（SHEV）（SL 系） 

サービスマニュアル 

SUBARU オフィシャル Web サイト（フォレスター） 

（指数部） 

 

B326（1）リヤリヤフロアパンCOMP取替 

 

B330（1）リヤリヤフロアパンCOMP、片側リヤフロアサイド取替  

 

Ｂ340（2）片側リヤフロアリヤフレームCOMP取替  

 

リヤリヤフロアパン COMP 

リヤアッパフレームサイド（両側） 

リヤアッパフレームサイド（両側） 

リヤフロアサイド 

リヤリヤフロアパン COMP 

リヤアッパフレームサイド 

リヤフロアリヤフレーム COMP 
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ペイントレスデントリペア 

～①雹害車両の凹みの見方～ 
 

1. はじめに 

 自動車のボデーにできた小さな凹みや雹害による損傷を、塗装を施すことなく修復する技術「ペイント

レスデントリペア」をご存じでしょうか？ 

この技術は、従来の板金塗装とは異なり、塗装をすることなく凹みを元の形状に戻すことが可能で

す。 

特に近年では、雹による災害が相次いでおり、作業時間の短縮にもつながることからペイントレスデ

ントリペアの需要が高まっています。 

 

このような背景を踏まえ今回は、全 3 回で構成のうち、第 1 弾として『雹害車両の凹みの見方』の動

画をご紹介します。 

 

動画はこちらからご覧いただけます。 

ペイントレスデントリペア【①雹害車両の凹みの見方】  

 

2. おわりに 

 次回は【②雹害車両のトリム脱範囲】を紹介します。 

 

 

 

 （技術開発部） 

修理情報 

https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/6e121abc899ec781fc9905a147c174ed.mp4
https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/6e121abc899ec781fc9905a147c174ed.mp4
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BEV の車種およびフレーム修正機ごとに見る 

車両固定の可否 
 

1. はじめに 

近年、国内外各社より BEV（Battery Electric Vehicle）が発売され、日本国内でも登録台数が増えて

きています。BEV の特徴として車両下部に大容量の駆動用バッテリが搭載されていますが、事故によ

りフレーム修正が必要となった場合、この駆動用バッテリのレイアウトによっては、フレーム修正機

の固定に制限が出るケースがあります。 

今回は、弊社にて衝突実験を行った下記 4 車種にて、フレーム修正機の固定可否について調査しまし

たので紹介します。 

 

 

2. 調査車両 4車種 （販売台数累計：発売年から 2024 年末までの台数、弊社調べ） 

  

車名 販売台数累計 発売年 

 

ニッサン 

アリア 
約 14,100 台 2022 年 

 
ニッサン 

SAKURA 
約 82,000 台 ↑ 

 
SUBARU 

ソルテラ 
約 1,100 台 ↑ 

 
BYD 

ATTO3 
約 3,500 台 2023 年 

修理情報 
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3. 車両固定可否の条件と判断基準 

損傷車両をフレーム修正機に 4 点固定する際は、ロッカパネル下面 4 か所にあるジャッキアップポイ

ント（写真 1）専用のクランプ*1 を取付けます。 

*1 クランプ：フレーム修正機に車両を固定するための工具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、駆動用バッテリが搭載された状態で、専用クランプの取付可否を検討します。 

具体的には、車体側のクランプ取付箇所の長さ「A」（図 1）とフレーム修正機または、簡易固定用の

クランプ長さ「B」（写真 2.3）とを比較します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較した結果から、「A」の長さよりも「B」が短い場合は、クランプが可能、長い場合はクランプ不

可能と判断します。 

  

A 

ジャッキアップポイント 

フランジ部 

駆動用バッテリ 

図 1：ロッカパネル下面と駆動用バッテリの位置関係 

写真 2：フレーム修正機のクランプ 

B 

写真 3：簡易固定用クランプ 

B 

写真 1：ジャッキアップポイント（左右各 2 か所） 
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4. フレーム修正機のクランプサイズ（選定：弊社所有フレーム修正機実測値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

*2：①～④のフレーム修正機のクランプは 2 つで 1 セット。⑤⑥はクランプ 1 つで 1 セット 

 

5. 比較結果 

比較結果は下表のとおりです。 

4 点固定は、4 か所で固定するため前後どちらかが固定不可の場合、固定不可としています。 

簡易固定用クランプは、前後いずれか 2 点で固定するためフロント/リヤにて各々判断しています。 

なお、「〇」は固定可、「✕」は固定不可、「△」は注釈*3 をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*3 リヤのみ簡易固定が可能なため「△」とした（リヤ損傷にのみ有効） 

 

「ニッサン SAKURA」および「BYD ATTO3」については、駆動用バッテリがジャッキアップポイン

ト付近に無く、クランプ取付けに制限がないことから、全ての修正機が使用可能と判断しました。 

その他の車種では、駆動用バッテリがジャッキアップポイント付近に取り付けられており、そのまま

ではクランプ不可のため、4 点固定をする場合は駆動用バッテリの取外しが必要です。 

 

6. おわりに 

日本国内では、上記機種以外のフレーム修正機も使用されています。BEV のフレーム修正が必要とな

った場合、車両の固定にバッテリ取外しが必要かどうかを判断するために、クランプ可能かどうか使

用する修正機と車両の構造とを確認する必要があります。本記事を一つのご参考として頂ければ幸い

です。 

（技術開発部） 

フレーム修正機名 クランプ長さ(B) クランプ数*2 備考 

① コーレック 350mm 2 4 点固定、クランプ 2 つの合計値 

② カロライナ 243mm 2 ↑ 

③ データライナ 235mm 2 ↑ 

④ グローバルジグ 253mm 2 ↑ 

⑤ セレットベンチ 154mm 1 4 点固定 

⑥ 簡易固定用クランプ 70mm 1 簡易固定（2 点固定） 

 

ニッサン 

アリア 

ニッサン 

SAKURA 

SUBARU 

ソルテラ 

BYD 

ATTO3 

Fr Rr 
固定

可否 
Fr Rr 

固定

可否 
Fr Rr 

固定

可否 
Fr Rr 

固定

可否 

① コーレック ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 

② カロライナ ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 

③ データライナ ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 

④ グローバルジグ ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 

⑤ セレットベンチ ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 〇 

⑥ 簡易固定用クランプ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ✕ 〇 △*3 〇 〇 〇 
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マスキング手法 
1. はじめに 

ニッサン アリア(ZAA-FE0 系)のチャージポートは左右フロントフェンダに一つずつ設置され、樹脂製

のリッドが取付けられています。鋼板製のリッドとは裏側の形状に違いがあり、塗装時のマスキング

手法が異なるため紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修理情報 

チャージポート 

樹脂製リッド 
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2.パネル形状 

従来からの鋼板製のリッドはフランジ加工（９０°程度の曲げ加工）された部分が裏側にある形状で

すが、アリアの樹脂製のリッドはフランジ部分がありません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アリアの樹脂製チャージポートリッド裏側 

チャージポートベース 
チャージポートリッド

カローラアクシオの鋼板製フューエルリッド裏側 

フランジ部 

フューエルリッドベース フューエルリッド 
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3.マスキング手法  

上塗り時にチャージポート内部への塗料付着を防止するため、リッド裏側とリッドベース側を覆いま

した。リッドとリッドベースのすき間を塞ぐためにはソフトテープ※3などを使用した方が効率的かと

思い試行してみましたが、ソフトテープがすき間に入るとリッドが非常に閉まりづらく、閉まると非

常に開きづらいため今回は使用しませんでした。 

（１） 樹脂製（アリア）の場合 

今回は“リバーステープ”※1ではなく“ぼかしテープ”※2を使用してマスキングをしました。この

ぼかしテープをリッド裏側の周辺部に貼付けるとマスキング際に“小さな逆アール”ができるため塗

膜の段差が目立たないように仕上がります。今回の場合、アールの小さい曲線部は“リバーステー

プ”よりも“ぼかしテープ”の方がキレイに貼ることができます。 

※1“リバーステープ”：マスキングテープの横方向 1/3 程度折り返す手法(下画像参照)  

※2“ぼかしテープ” ：リバーステープの機能を備えた製品 

※3“ソフトテープ” ：円柱状なので、すき間を塞ぐことが可能な製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼかしテープ 

 

リバーステープ 

小さな 

逆アール部 小さな 

逆アール部 

ソフトテープ 



26  自研センターニュース 2025 年 11 月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マスキング後にリッドを閉めた状態 

リッド裏とチャージポートベースのマスキング完了状態 



 自研センターニュース 2025 年 11 月号 27 

 

（２） 鋼板製（カローラアクシオ）の場合 

フランジがある構造です。フランジ部にテープ付きマスカーを貼付ける事ができます。下画像のよう

にマスキングすればフランジ部分に塗料がかかるため、塗膜の段差ができることはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. おわりに 

今回は、アリアのチャージポートリッドが樹脂製でフランジのない形状であったため、マスキング

の手法を変更して作業を実施しました。ぼかしテープを使用しましたが、従来からの金属製リッド

と比較して作業量の差はほぼ無くマスキングが可能でした。 

（技術開発部） 
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トヨタ カローラ（2019 年 9 月～2024 年 4 月販売） 

運転支援システムの装着有無 早見表 

 
1. はじめに 

近年、運転支援システム*の普及により車両ごとに仕様が異なり、装備の把握が煩雑になっています 

が、特に、損傷頻度が高いフロント部の運転支援システムについては、外観、年式、グレードから装

着の有無を判別できることが、見積もり作成の効率化を図ることが出来ます。 

今回はトヨタ カローラについてご紹介します。 

*車両の安全運転を支援するシステムの総称。衝突回避などの機能を持つセンサやカメラ等の装置。 

 

2. 型式、グレード別装着パターンの確認方法 

カローラは、型式の下二桁英字表記からグレードの判別が可能で、年式とグレードから装着されてい

る運転支援システムの装着状況が確認ができます。 

型式とグレード判別表 

ガソリン車 
グレード 

Ｗ×Ｂ Ｇ Ｓ Ｇ－Ｘ Ｘ 

型
式 

3BA-ZRE212-AXE〇〇 

5BA-MZEA17-AXE〇〇 

ＳＰ 

ＳＢ 

ＥＢ ＥＰ ＮＰ 

 

ＮＢ 

3BA-NRE210-AEF〇〇 ＳＺ ― 

ＨＥＶ* 
グレード 

Ｗ×Ｂ Ｇ Ｓ Ｇ－Ｘ Ｘ 

型
式 

6AA-ZWE211-AEX〇〇 

6AA-ZWE214-AEX〇〇 

6AA-ZWE219-AEX〇〇 

6AA-ZWE215-AEX〇〇 

 

ＳＢ 

 

ＥＢ 

 

ＮＢ 

*Hybrid Electric Vehicle の略称で、ハイブリッド電気自動車を意味します。 

車両型式は車検証に記載されており、車体に貼付けされているラベルにも記載されています。 

【参考】下記資料は、トヨタ シエンタ HEV（MXPL10G）のラベル貼付け位置について記載されて 

います。 

2025年 8月号【コーションラベル貼付け位置、記載内容の紹介②】 

 

 

 

技術情報 

https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/JKC2025_8.pdf#page=12
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損傷頻度が高いフロント部に装着されている運転支援システムを一覧にまとめました。 

フロント部の運転支援システム一覧 

 

①ミリメータウェーブレーダセンサ ASSY 

部品位置  装着有無 

ガソリン車 ＨＥＶ 

 

全車種 

標準装備 

②ウルトラソニックセンサ 

部品位置   装着有無 

ガソリン車 ＨＥＶ 

 

年式、グレードにより違

いあり 

次ページに年式、グレードによる装着状況の違いをまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ウルトラソニックセンサ 

①ミリメータウェーブレーダセンサ

ASSY 

前面視 
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3. 運転支援システムの装着状況 

以下の表は年式・グレード毎のミリメータウェーブレーダセンサ ASSY、ウルトラソニックセンサの 

装着状況をまとめています。 

ミリメータウェーブレーダセンサ ASSY装着状況 

ガソリン車 

ＨＥＶ 

グレード 

・Ｗ×Ｂ ・Ｇ 

・Ｓ 

・Ｇ－Ｘ 

・Ｘ 

販
売
時
期 

2019/9 

～ 

2025/4 

 

標準装備 

 

ウルトラソニックセンサ装着状況 

ガソリン車 

ＨＥＶ 

グレード 

・Ｗ×Ｂ 

 

・Ｇ 

・Ｓ 

・Ｇ－Ｘ 

・Ｘ 

販
売
時
期 

2019/9 

～ 

2024/3 

標準装備 オプション 

2024/4 

～ 

2025/4 

標準装備 

 

4. まとめ 

今回は、カローラの損傷頻度が高いフロント部に限定して運転支援システムの装着有無をご紹介 

しました。 

上記表を参照することで、現場での確認作業を最小限に抑え、見積もり作成の効率化を図ることが 

出来ます。 

次回は、トヨタ ヤリスのリヤに装着されている運転支援システム早見表を掲載する予定です。 

 

【参考】過去シリーズ 

自研センターニュース 2025 年 9月号 

トヨタ ヤリス（2021年 5月～2024年 1月販売）運転支援システムの装着有無 早見表 

 

自研センターニュース 2025 年 10月号 

トヨタ シエンタ（2021年 5月～2024年 1月販売）運転支援システムの装着有無 早見表 

 

（技術開発部） 

 

https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/JKC2025_9.pdf#page=17
https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/JKC2025_9.pdf#page=17
https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/JKC2025_10.pdf#page=28
https://jikencenter.co.jp/wp-content/uploads/JKC2025_10.pdf#page=28
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